
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21 年 6 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
 
対面コミュニケーションの基本的単位である「発話」の構造について，実際に収録されたデー

タを用いて分析した．「発話」は言語だけでなく，ジェスチャーや視線などの非言語表現も含ん

だマルチモーダルな複合体である．そのため，本研究では，聴覚モダリティを用いる音声言語

と視覚モダリティによる手話を比較し，各モダリティの特徴を解明した．また，言語の文法構

造がコミュニケーションのやり取りを形成する際にどのように利用されるかを解明した． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,400,000 0 1,400,000 

２００７年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

２００８年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 600,000 4,000,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 
キーワード：談話研究，音声研究，手話研究，ジェスチャー研究 
 
１．研究開始当初の背景 
 

一般に，言語学的なアプローチは語彙・文
法中心主義，話し手中心主義の傾向が強く，
対面で行われる自然なコミュニケーション
の分析には不適当な面が多かった．しかし，
対面コミュニケーションにおいては，言語だ
けでなく，音声の韻律的特徴やジェスチャー，
視線，うなずきといった非言語表現も重要な
機能を担っている．一方，非言語行動の分析
は社会心理学などで盛んに行われているも
のの，対象とする行動を文脈から切り離して
分析するため，発話の持つ統語・情報構造と
の時間的共起関係という，伝達上重要な観点
が失われることが多かった．発話との同期関

係の分析は近年のジェスチャー研究におい
て盛んになってきており，音声発話とジェス
チャーの内部構造の時間的同期関係を正確
に記述するための記法も整備されてきたが，
実際に分析対象とされるのは実験室で収録
されたデータにおける話し手内での言語と
ジェスチャーの同期関係が中心であり，聞き
手を含む自然なコミュニケーション環境が
対象となることは少なかった． 
手話研究においても，言語中心主義的傾向

は同様に見られるが，これは「自立した言語
としての手話」という観点を確証し普及させ
ていくという社会運動的な側面も持つもの
であり，この点は十分に評価されなければな
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らない．しかし，手話の語彙的・文法的記述
がある程度蓄積される中，次の段階として，
日常生活において実際に用いられている手
話のコミュニケーション学的研究が必要に
なる．この方向での研究は，手話の話者交替
の分析などの一部の研究を除けば皆無であ
り，また分析方法も未整備の状況であった． 
音声言語と手話のいずれについても，コミ

ュニケーション学的研究のために必要にな
るのは，話し手の表現が聞き手に理解され，
聞き手からの応答を得るという一連のプロ
セスを適切に記述することである．そのため
には，音声言語や手話の統語構造と複数の発
話からなるやり取り構造とをつなぐ階層的
な枠組みが必要である．こうした階層的なコ
ミュニケーションモデルの提案は存在する
が，ジェスチャーや手話といった視覚モダリ
ティでの表現をも含む分析にどの程度適用
可能であるかは未知数であった． 
 
２．研究の目的 
 

本研究で「発話」と呼ぶのは，複数の表現
モダリティの統合的関係からなる情報伝達
のためのまとまり(単位)である．そのうち，
本研究で分析対象とするのは，音声言語，手
話，ジェスチャーの 3 つであり，広義のジェ
スチャーの中には発話に共起する手の動き
だけでなく，うなずきや視線なども含まれる．
これら 3 つは，音声言語とジェスチャーのよ
うに，情報伝達上で同時的関係にある場合も，
音声言語と手話のように，情報伝達のための
言語の違いとして選択的関係にある場合も
ある．さらに，音声言語と手話は表現モダリ
ティが異なるため同時に表現可能なのに対
して，手話の中に含まれるジェスチャー的要
素は言語である手話と同じ表現モダリティ
を使用するため，言語とジェスチャーの統合
方法は音声言語の場合とは異なる．そこで，
本研究では，こうした発話を構成する複数の
表現モダリティ間の統合様式の相違を解明
することを目的の 1 つとした． 
 また，言語使用を分析する際，(Ⅰ)統語構
造，(Ⅱ)情報構造，(Ⅲ)相互行為という異なる
レベル間の階層関係を考慮する．このうち，
(Ⅰ)の統語構造は言語学，(Ⅲ)相互行為は心理
学や社会学で主に扱われてきており，両観点
の接点は必ずしも明確ではない．そこで，本
研究では，統語構造と相互行為の間に情報構
造の観点を置くことで，統語構造と相互行為
の間の関連性を分析することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 

本研究の目的は，音声言語だけでなく，ジ
ェスチャーや手話といった視覚モダリティ
も対象とし，コミュニケーションにおける複
数のモダリティ間の自然な統合関係を分析

することである．そのため，通常の言語研究
とは異なり，本研究では，書き言葉や作例を
データとして用いることはせず，実際の発話
や会話のデータを収集し，分析対象とした．
本研究で分析対象としたデータとその分析
方法は以下の通りである． 
 
(1)音声言語 
 
①ジェスチャーが頻出する描写会話 

出来事の語りやその中での物の形状や動
きなどの描写が重要になる会話では，音声発
話に伴って描写ジェスチャーが自然に生起
しやすい．分析は，音声発話の書き起こしと
ジェスチャー単位・フェーズ，視線方向の変
化の特定を行い，これらの分析単位の開始終
了時間の分析を通じて，同一話者内での複数
のモダリティ間での統合関係と，複数の参与
者間での動作の連鎖関係を同定し，そこでの
規則性の一般化を行った． 
 
②マルチモーダルな基盤化が重要なポスタ
ー説明会話 

 ポスター発表場面には説明者から聴衆へ
の説明という情報伝達の流れがあり，話し手
が説明に対する聞き手の理解状態をモニタ
ーすることが重要になる．また，ポスターと
いう情報媒体があるため，説明者によるポス
ターへの指さしや視線配布と聞き手による
視線追従からなる共同注意も重要になる．そ
こで，話し手と聞き手の間の相互理解や共同
注意に関わる指さしや視線，うなずきなどの
非言語行動の生起を説明発話の時間構造を
対応づけて分析した． 
 
(2)手話 
 
①空間的な描写を含む体験談 
 話し手が過去の体験談を語る会話や独話
において，話し手は手話による言語的伝達の
中に，ジェスチャー的な空間描写を盛り込む
ことが多い．さらに，手話会話では手話とジ
ェスチャーが同じ視覚モダリティで継起的
に使用されるという特徴がある．そこで，手
話表現の中にジェスチャー的要素が盛り込
まれる際の時間的・運動的特徴を分析した． 
 
②視線方向が重要な多人数手話会話 
 音声はどこに視線を向けていても聞こえ
るのに対して，手話は聞き手が話し手に視線
を向け続けていなければ伝達が行えないた
め，手話会話では，話し手になる参与者が聞
き手からの視線を獲得できているかどうか
が重要になる．そこで，手話による多人数会
話を収録し，話し手の発話開始時における他
の参与者の視線方向を詳細に分析した． 
 
③映像の質の高い二者の対面手話会話 
 音声会話とは異なり，手話では話し手のう
なずきや表情が手話の文法体系に属する要
素として使用されている．また，発話速度な



 

 

ども重要な韻律的情報を担っている可能性
がある．そこで，うなずきや表情，発話速度
などを詳細に分析できるよう，二者による手
話の対面会話を質の高い映像で収録し，運動
の時間的構造を正確に分析した． 
 
④特定の文法的特徴を含む手話発話文 
 手話の統語構造の解明のためには，焦点と
なる統語的特徴を含む，自然に発話された手
話発話のデータが必要になる．そこで，書記
日本語の文を手話で表現してもらう課題を
実験的に行って，その発話を収集し，手話の
統語構造上の特徴を分析した． 
 
４．研究成果 
 
(1)研究発表 
 
①音声発話とジェスチャーの共起構造 

会話の中で複数の参与者が同時にほぼ同

じ形状のジェスチャーを行う Simultaneous 

Gesture Matching という現象に着目し，これ

を可能にする，先行発話文脈やジェスチャー

の形状に基づく予測の構造をモデル化した．

また，ジェスチャーの中には話し手の音声発

話の内部のみで同期するものだけでなく，相

手の応答発話の期間中も保持され，その応答

内容に応じて形状や復帰のタイミングが影

響されるものがあることを解明した． 
 
②ポスター会話におけるマルチモーダルな

基盤化 

 ポスター発表場面では，説明者と聴衆の視

線方向の組み合わせが情報伝達のためのコ

ミュニケーション環境を形成していること，

説明者のポスターへの指さしと視線配布，聴

衆への視線の向け直しと聴衆の視線変化や

あいづち，うなずきなどの聞き手行動との間

に時間的な順序関係に関する規則性が見ら

れることを解明した． 
 
③手話の形態統語論的記述 

 従来の手話の言語学的記述の蓄積を進め

ることに加え，手話の記述にジェスチャー分

析の観点を導入することの有効性を理論的

に検討した．また，手話の統語構造の分析の

一環として，手話における再帰代名詞の使用

を音声日本語の場合と比較分析した． 
 
④手話談話における手話とジェスチャーと

の関係 

 手話の語りの中でジェスチャー的な表現

が多く用いられる箇所を分析し，手話とジェ

スチャー的表現の使い分けが体験者／会話

参与者という二重の役割と密接に関連して

いることを明らかにした． 
 
⑤手話におけるうなずきの機能 

手話発話に伴う話し手のうなずきには，発

話の文法構造上の共起位置に応じて，異なる

接続関係を表現する機能があることを明ら

かにした． 
 
 これらの成果は関連学会誌の掲載論文や

関連学会・研究会での口頭発表として公表さ

れた．発表媒体の多様性や掲載論文数，発表

件数などの点で十分な学術的貢献を行い，こ

の分野における今度進むべき方向性の 1つを

アピールできたと考えられる． 

 

(2)主催研究会 

 コミュニケーションの観点からの手話研

究の重要性を提唱し，その方向性を模索する

目的で，毎年 1回，主催研究会を開催し，本

研究の進捗発表に加え，日本手話研究の第一

人者による招待講演や研究助言を行った． 
 
①第 1回研究会 

・2007 年 1月 22 日(月)，学士会館 

・招待講演：Susan Fischer 先生（ロチェス

ター工科大学） 

②第 2回研究会 

・2007 年 12 月 25 日(火)，国立情報学研究所 

・コメンテーター：Susan Fischer 先生（カ

リフォルニア大学サンディエゴ校） 

③第 3回研究会 

・2009 年 1月 9日(金)，国立情報学研究所 

・招待講演：大杉豊先生（筑波技術大学） 
 
毎回手話研究者を中心に外部からの出席

者を募って活発な意見交換を行った．出席者

の多くから好意的な評価を受けることがで

き，手話のコミュニケーション研究の重要性

が広く認識されるようになったといえる． 

 

(3)学会等の企画 

 言語的伝達に共起して用いられる非言語

的表現について，これを言語的発話との時間

的同期関係に忠実に分析する方法論や，話し

手による伝達と聞き手反応からなる連鎖関

係を重視したインタラクションレベルの分

析のための方法論は，発展途上にあるもので

あるため，本研究では個別の現象分析と並行

して，分析のための方法論の確立と普及を進

めてきた．以下は本研究代表者と研究分担者

などが中心となって行った企画である． 
 
①『人工知能学会誌』連載チュートリアル「多

人数インタラクションの分析手法」（2007

年 9 月～2008 年 11 月） 

②『認知科学』特集「聞き手行動から見たコ

ミュニケーション」（2009 年 3 月） 

③社会言語科学会ワークショップ「コミュニ



 

 

ケーションに伴う身体動作の時間的構造」

（2008 年 9月） 
 
 これらの企画は狭義の言語学分野だけに
とどまるものではなく，さまざまな関連領域
を巻き込んだものであり，すでに学際的な波
及効果も現れつつあるといえる． 
 
(4)今後の展望 

 本研究を通じて，この研究課題の重要性が

理解され，また分析のための具体的な方法論

も整備されてきたと考えられるが，反面，こ

の研究課題には，データ収録と分析のための

多くの労力が必要であり，またこれを適切な

理論的知見のもとに整理していくことが求

められるため，継続的な研究環境が整備され

ていくことが強く求められる． 
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